













年七月九日、胃癌のため七十五歳で逝去された。先生は短駆ながら、がっしりした御体格で、日常きわめて御達者に過され、強いて申せばヘルニアの気味があられたが、これとても御講義に障るほどでもなく、古稀を越されてからもなお壮者を凌ぐ御精励ぶりであった。それだけに今回の急な御他界には常に先生のお婆に接していたものでも、ひとしく驚き 念を禁ずることができず荏然としたのである もっとも昨年秋ごろから食欲が減退さ た由を洩らされ、御顔色もすぐれなかったが、十月の公開講演を担当れたのをはじめ、各種の研究会にも欠か ず出席さ るという漁らぬお勤めぷりで、皆それほどまで は考えなかづ 憾み ある。漸く本年三、四月の交か 先生のお痩せになりょうが尋常でないところか 、こもごも医者にお診せ なるよ
J
お勧め一し














た御宅にも学生が屡々参上して御指導を乞うという状態で六月も半ばを過ぎた。やがて夏季休暇も近づくので、この休みには是非ゆっくり 静養いただいて御回復を願えればと期待していた。日常老人扱いされることを喜ばれず、かなりの分量の書籍類を括った風目敷包みを小脇 、混み合った電車 国立まで乗られ、駅からまた御宅まで相当の距離を通われる毎日毎晩を倦まず続けて来られた先生も、漸 年を取ったと口にされるようにな丹た。御家族や友人、学校関係そのほか周囲の勧奨が重なって遂に先生も兜を脱がれ医師の診察を乞われたが、さらに精密に検査の上で手当されるため、七月一日慈恵医科大学東京病院南病棟林内科に入院され専心加奏さ ることとなり、一同憂慮 うち もやや安堵の思いが
L
た。しかるに御入院後は衰弱が激しくお見舞も控えてい







り、はじめに本学総長大内兵衛氏は霊前に進み、恰かも故人と相対するが如く、藤井先生と呼びかけ、先生が最後まで法政大学のために尽きれた功績をたたえ終りに 高等学校を同じうし共通の知人をもっていた関係上、先生主語ることに特別の楽しみを覚えたのにと、切々たる至情を披渥きれた。続いて宇野哲人、岡田章雄、重友毅、天野貞祐、木村毅 小田清の諸 がそれぞれ懇篤な弔詞を述べられた。（後掲）告別式には先生御生前の御活動範囲の広きを示すように 学界教曹界のみならず政界官界財界 の他各方面から遺徳を偲んで会葬者がつめかけた。式後御遺骨は直ちに都下多磨霊園の藤井家の墓 おさめられた。
先生は旧福岡審士の家に生れ、福岡県立中学修猷館から熊本第


















































































































































































御座い 私どもはその折始めて、盛名ある先生の元気なお姿と謙虚たお人柄に接したので御座います。折から法政一の史学科は寸学制の改革に伴って再発足 過程にあり 多くの点 おいて不備を免れ
得
なかったのであゆますが、これに対し私どもは、先




るほどの御精励ぷりで、一意内容の充実改善 当られ、つい その堅実な基礎を築ぎ上げられる 至 たのであります。
二十七年には大学院設置のことがあり、この際にも先生は卒先





の御功績にお報いしたのであります。しか 文学部としましではなお先生 御指導に待つも の多いことを思い、改めて講師として、御事情の許す限り御出講を願うこととし、先生もこれは快くお引受け下さいま
L
て今日に至りました。この五月のことで御座















を企て、二十六年八月財団法人開国百年記念文化事業会が設立されました。初代会長には卓越した東洋史家元京都大学総長羽田亨博士を頂き、明治文化史十四巻日米文化交渉史六巻を刊行するため十九人の有力な編纂委員を委嘱いたしました。わが藤井甚太郎先生はそのうち明治文化史の第一巻概説編の編纂を担当されたばかりでなく、二十七年四月から最近にレたるまで満六 余、この会の常務理事として全体の運営に尽痔せられ の あります。
綜合的な修史事業はまことに予想し難い障碍に出遭うものであ

































り、日安如としてその志す所 精進 且つ之れを娯しみ、全く得失を懐はざるも の如く、喜も他 対
L
覚むる所無し。蓋し斯界
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国史上より見たる普選講演福岡県民権 論（二）福岡県人東京蓄の社会的考察鴫唯心育 講轍勝安一房教材講座明治天皇御治政 初期明治聖徳記念
学
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